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⼟壌採取器具セット一式（４連コアサンプラー　HSC-20）

　　　         　４連式コアサンプラー 

　　　　　　　ハンドル シャフト 採⼟管

　　ステンレス製コア　４個（１００ｍｌ）           スペーサー　１個

押出し棒

　　　・上記以外に、カッター、カッター替刃、ワイヤーブラシ、
　　　　ナイロンブラシ、巻尺、根切り、マジックペン
　　　  ビニールテープ、シャーシグリス（８０ｇ）
　　　  が付属されます。

   部品ケース



取扱い説明
コアサンプラー　HSC-5（１ヶ用）

        ＊山形刃を時計方向に回転させながら押し込む。
           １００mlステンレスコアで⼟壌を非撹乱で採取できます。
　　　　＊ある程度、硬い⼟壌でも採取できます。
　　　　＊全ステンレス製のため、防腐に優れています。

   

４連式コアサンプラー（ＨＳＣ－２０）

＊従来の１ヶ用コアサンプラー　HSC-5を改良し１００mlのコアを４ヶ使用し　
　 垂直方向に連続した⼟壌の採取ができます。
＊本体を時計方向に回転させながら押し込んでいくことで、非撹乱で採取できます。
　 



採取器セットから採取までの流れ
１）シャフトにハンドルを取り付ける。

　　　・ハンドル 　            　・シャフト

２）１００ｍｌステンレスコアの内側にシャーシグリスを薄く塗ります。

３）採⼟管に１００ｍｌステンレスコアを４個（⼟壌の状態により３個プラス　スペーサー）を挿入します。

        スペーサーは図の向き（小さい
　　 　 アナが下）で使用してください。



４）ハンドル・シャフトを採⼟管のＬ字溝に合わせ時計方向に回しこむ。

以上で、採⼟器のセットは終了です。

５）採取方法
　　　１．　地⾯に対し４連式サンプラーを垂直に⽴てる。
　　　２．　時計方向に回転させながら押し込む。
　　　３．　採取深度到達後、時計方向に回転させながら引き抜く。
　　　４．　引き抜き後、押し出し治具を使用し、５ｃｍずつコアごとカッターで切り離す。
　　　　　　（その場で重量測定することが可能です）
　　　５．　上下のフタをしてテープで密閉して、持ち帰ってください。

       １．２．３ 4 4

5 5

       ・採取のポイント
        左写真のように採取の途中でハンドルシャフトを外し
        採⼟管内の状態を確認することが可能です。 



コアサンプラー用簡易⼟壌乾燥器
　これまでの試験場での室内分析では、１００ｍｌステンレスコアを大型の通風乾燥機で、
１０５℃、２４時間程度乾燥させて、重量変化を測定してきました。
４連式サンプラーを開発したので、測定試料数を限定した目的に合うように簡易乾燥機を
合うよう用意しました。

・簡易乾燥器 　　　　・乾燥後の試料

使用方法
１）電源にコンセントタイマーをセットする
２）⼟壌乾燥器のコードをタイマーに差し込む
３）採取したコアを乾燥器に入れます
４）温度（１０５℃）とタイマー（８〜２４時間）を設定します
５）設定時間になると電源が切れます

      コンセントタイマー

    定温乾燥器　【強制対流方式】

　　　　　・一度に多量（４個以上）のコアを
　　　　　　乾燥させたいときは実験室で
  　　　　　ポピュラーな乾燥器もあります
　　　　　　庫内寸法　３０×３０×３０ｃｍ
　　　　　特⻑
　　　　　・タイマー付き強制対流方式乾燥器です。
　　　　　・任意に動作温度設定が可能な完全独⽴式過昇防⽌
　　　　　　機能をはじめ、安全機能が充実しています。
　　　　  ・４種類のタイマー機能（ＯＮ・ＯＦＦ・ＯＮ/ＯＦＦ・
　         ＳＶスタート）を標準装備しています。



はかり

最大荷重　３００ｇ　最少単位０．１ｇ
外観寸法　１４０×８０×１７．５ｍｍとコンパクトなので、採取現場での
重量測定が可能です。



　⼟壌三相分布を調べる方法　⼟壌三相分布を調べる方法　⼟壌三相分布を調べる方法　⼟壌三相分布を調べる方法
　　　◎コア重量：５７ｇ前後、及び上下フタ個々の重量は(上フタ６．５ｇ、下フタ６．５ｇ)です。

　　１．　コアのみで採取したサンプルの重量を測定する。これを①⽣⼟重量とする。

　　２．　採取したコアに下フタをし、乾燥させ重量を測定しておく。これを②乾燥重量とする。

・温度設定は１０５℃です。（⽔分を蒸発させるためと、⼟壌中の有機物を燃やさないため)

・乾燥時間は２４時間です。(⼟壌の湿り具合により、８時間位で乾燥してしまう場合もあります。

　専門の先⽣方の⻑年の経験で⼟壌中に残っている⽔分変化が⾒られなくなる時間が、

　この位です。）

・乾燥器庫内で、ある程度サンプルが冷めてから下フタも含めて重量測定する。

　　３．　液相率＝①－②（下フタ６．５ｇをマイナスする）÷１００×１００

　　４．　固相率＝②乾燥重量(下フタ６．５ｇをマイナスする）÷⼟壌の真⽐重（※１）

（※１　⼟壌の真⽐重は、⼟壌の種類（⼟性）によって異なります。

　　　　正確には、実験室レベルで測定しなければなりませんが、

　　　　各地域の農業改良普及所さん等に確認していただくのが、

　　　　一番良いと思います。）

　　５．　気相率＝１００－(液相率＋固相率）

　　６．　仮⽐重＝②乾燥重量（下フタ６．５ｇをマイナスする）÷１００（容積）

　 以上のことから、⼟壌三相分布を調べることができます。



平成２６年５月３０日　農業環境技術研究所内　自然土壌保存実験圃場　にて　採取しました。
平成２６年６月２日　　同　インベントリセンター様にて、常法に従い測定したものです。
◎重量測定時には、上下のフタは除いて測定しています。 真比重※＝乾燥土重量/（実容積－水分量）にて、計算しました。

ｺｱ深度 乾燥前の 乾燥後の 乾燥前の 乾燥後の 実容積 各深度毎の

　　ｃｍ 全重量ｺｱ込 全重量ｺｱ込 土壌重量 土壌重量 　　ｃｃ 平均真比重

0～5 1 136.44 103.02 56.74 79.70 46.28 33.42 49.78 33.42 2.83 2.74 16.35 50.23 0.4628
5～10 2 144.92 106.32 57.95 86.97 48.37 38.60 55.72 38.60 2.83 2.76 17.09 44.31 0.4837
10～15 3 154.30 111.35 57.87 96.43 53.48 42.95 61.50 42.95 2.88 2.77 18.57 38.48 0.5348
15～20 4 169.55 116.70 56.49 113.06 60.21 52.85 74.57 52.85 2.77 2.81 21.74 25.41 0.6021

0～5 5 141.74 107.65 56.71 85.03 50.94 34.09 52.90 34.09 2.71 2.74 18.81 47.10 0.5094
5～10 6 141.24 105.43 56.79 84.45 48.64 35.81 53.85 35.81 2.70 2.76 18.04 46.15 0.4864
10～15 7 154.61 112.59 58.26 96.35 54.33 42.02 61.16 42.02 2.84 2.77 19.14 38.84 0.5433
15～20 8 172.71 117.40 58.10 114.61 59.30 55.31 76.22 55.31 2.84 2.81 20.91 23.78 0.593

0～5 9 141.03 106.80 57.38 83.65 49.42 34.23 52.25 34.23 2.74 2.74 18.02 47.75 0.4942
5～10 10 143.50 106.49 58.38 85.12 48.11 37.01 54.13 37.01 2.81 2.76 17.12 45.87 0.4811
10～15 11 150.4 109.09 56.85 93.55 52.24 41.31 60.30 41.31 2.75 2.77 18.99 39.70 0.5224
15～20 12 160.38 110.96 57.82 102.56 53.14 49.42 67.75 49.42 2.90 2.81 18.33 32.25 0.5314

0～5 13 135.42 105.18 56.80 78.62 48.38 30.24 47.76 30.24 2.76 2.74 17.52 52.24 0.4838
5～10 14 142.35 106.70 57.28 85.07 49.42 35.65 54.03 35.65 2.69 2.76 18.38 45.97 0.4942
10～15 15 155.77 114.47 60.02 95.75 54.45 41.30 61.75 41.30 2.66 2.77 20.45 38.25 0.5445
15～20 16 169.42 115.28 55.96 113.46 59.32 54.14 76.55 54.14 2.65 2.81 22.41 23.45 0.5932

0～5 17 146.01 109.88 57.66 88.35 52.22 36.13 55.78 36.13 2.66 2.74 19.65 44.22 0.5222
5～10 18 150.39 110.08 59.10 91.29 50.98 40.31 58.80 40.31 2.76 2.76 18.49 41.20 0.5098
10～15 19 155.87 111.68 57.23 98.64 54.45 44.19 64.25 44.19 2.71 2.77 20.06 35.75 0.5445
15～20 20 167.15 114.24 56.63 110.52 57.61 52.91 72.90 52.91 2.88 2.81 19.99 27.10 0.5761

土壌三相分布の計算例　（No.5以降のサンプルは下記の計算例に基づいて求めております）

　　液相率＝水分量÷容積×１００（％） 　　固相率＝乾燥後の土壌重量÷真比重 　気相率＝１００－（液相率＋固相率） 　　仮比重＝乾燥後の土壌重量÷容積
   №１　　　３３．４２÷１００×１００＝３３．４２ 　 №1　 　　４６．２８÷２．８３=１６．３５  №１　 　　１００－（３３．４２＋１６．３５）＝５０．２３    №１　 　　４６．２８÷１００＝０．４６２８
　 №２　　　３８．６０÷１００×１００=３８．６０    №2　　 　４８．３７÷２．８３=１７．０９  №２　　 　１００－（３８．６０＋１７．０９）＝４４．３１    №２　　　 ４８．３７÷１００＝０．４８３７
   №３  　  ４２．９５÷１００×１００=４２．９５    №3　　 　５３．４８÷２．８８=１８．５７  №３　　 　１００－（４２．９５＋１８．５７）＝３８．４８    №３　　 　５３．４８÷１００＝０．５３４８
　 №４    　５２．８５÷１００×１００=５２．８５       №4　　　 ６０．２１÷２．７７=２１．７４  №４　　　 １００－（５２．８５＋２１．７４）＝２５．４１    №４　　　 ６０．２１÷１００＝０．６０２１

気相率 仮比重ｺｱ№ ｺｱ重量 水分量 液相率 真比重※ 固相率


